
デイサービスセンター共楽苑 平成２９年度  

地域密着型通所介護・運営推進会議（議事録） 

平成２９年９月２８日（木） 

１８：００ ～ １９：３０ 

デイサービスセンター共楽苑にて 

会議出席者 

・佐々木俊博 委員（益田地域介護支援専門員協会前会長・くしろ宝寿苑施設長） 

・品川弥次 委員（西南地区児童民生委員協議会会長） 

・中島保 委員（美濃地区社会福祉協議会前会長） 

・豊田繁雄 委員（二条地区連合自治会長） 

・永井安行 委員（利用者代表） 

・佐田惇子 委員（利用者代表） 

・岡﨑トメ子 委員（利用者代表）           わかくさ福祉会より 

・石川恵里佳 委員（益田市高齢者福祉課）       ・岡﨑正興・又賀信子 

 

① 「地域密着型通所介護 運営推進会議」の意味について 

（１）「地域密着型通所会議 運営推進会議」の位置づけについて再確認を行った。 

「地域密着型通所介護は、要介護者の住み慣れた地域での生活を支えるため、身近な市町村で提供

されることが適当なサービス類型として創設された。運営推進会議の設置については、おおむね６

ヶ月に１回開催することとなっている。話し合いの内容としては、活動状況の報告や評価、必要な

要望や助言等を受けるといった内容となる。会議の記録を作成し、求めがあれば公表しなくてはな

らない。記録は、２年間の保存が義務づけられている。」 

（２）昨年度末の議事録の解説 

  今回初めて参加された利用者代表がおられたため、前回の議事録を使ってふりかえりを行った。 

  前回は、アンケート結果の報告が主テーマであったので、再度、アンケートの実施状況の報告を行

った。 

 

② 改修工事の概要について 

図面を配布し、改修工事の概要を説明した。（前後の時間帯に現場見学）。 

 

【意見交換】 

  ・ 重度要介護者の方への入浴サービスが可能となる。完成すれば浴槽に入れる仕組みとなる。 

 ・ １人でも多く、重度の方を受け入れる責任はある。 

 ・ 次回の会議は見学を兼ねてしたらよいのではないか。 

 ・ トレーニングルームが同一建物内にあるのは良いことだと思う。 

 ・ トレーニングルームとしては狭いので、マシンを置くとすれば配置に工夫が必要ではないか。 

 ・ 今のトレーニングルーム（別棟）はどうなるのか→老朽化しているので、事務所・サロンとして

使うことを検討している。益田市医師会の二条診療所としても機能しているので、即座に壊すわ

けではない。 

 



③ 昨年度の事業報告（別紙参照） 

 

別紙の事業報告書をもとに、事業の状況を説明。（別紙参照） 

 

【質問】 

 ・ 配食サービスが減っている件について 

 ・ 津和野町のケアマネジャーが不足している件について 

 ・ 萩市からの委託事業について 

→それぞれ状況を説明した。 

 

④ ご意見・ご要望 

 ・ 民生委員の会合が年に４回ぐらいあるが、ケアマネジャーさんとの会合も、年に１回だけでなく

もう少し増やしてほしい。交流の場があると良い。 

   → 連携を密にし、（地域の方々との状況等）、安心して暮らしが出来るよう援助していきたい。 

   民生委員のメンバーは今年度変更があったので、他地区の方々とも一緒に交流し、研修なども行

っていけたら良いと考えている。 

 

 ・ 総合事業はいったいどうなっていくのか？ 

   → 現在は従来型と変わらない体制となっているが、将来的には、短時間型や、体操中心型を模

索する必要があると考えている。 

 

 ・ 二条・美濃地区は広域なので、短時間型は難しいのではないか？。 

   → 時間設定の変更については、運営状況とあわせて変更しなければならない時期が来ると考え

ている。 

   → 総合事業については、高齢者福祉課としても説明会を開催する方向で検討している。 

 

⑤ 次回のテーマについての案 

 ・ 改修の完成披露 

 ・ 防災について       などを検討する予定 

 

（議事録作成：又賀信子・岡崎正興） 

 


